
第10回 すうがく徒のつどい

あるエンジニアから見た 

AIとこれからの数学

すむーずぷりんちゃん🍮 

2026/10/12 於 神戸大学

1分



自己紹介

 博士課程で流体の数値計算を研究

 AIを使い倒すソフトウェアエンジニア

 AIで数学書を書いている

3分



2025 2026

2025.7 IMOで金メダル相当

2026.5 エルデシュの単位距離予想を否定

2026.5 エルデシュ問題9問を自律的に解決

2026.8 未解決問題10件を一挙に解決

2026.9 外力付きNavier–Stokesの爆発解

2026.10 722本の論文を一挙公開、公開方針は数学者が助言

7分



8分



ソフトウェア開発の話

9分



上流工程

下流工程

要求定義

要件定義

基本設計

詳細設計

実装

単体テスト

結合テスト

総合テスト

受け入れテスト リリース

13分



上流工程

下流工程

書く

(1) 

Copilot

指示する

(2) 

Cursor

読む

(3) 

Agent

計画を読む

(4) 

Claude Code

仕様を制御

(5) 

SDD

材料を渡す

(6) 

Opus

少人数で回す

(7) 

全面委任

24分



かつて

人を集めて分担

いま

AI ×10〜20

コミュニケーション重視

26分



上流工程

下流工程

以前 いま

ラインがずれただけ

滅びたように見える

31分



やりたい

構成を見出したい

できる

書く・読む

求められる

課題を仕組みに

コード

かつての私

34分



やりたい できる

求められる

コード

仕様

重なりが、コードから仕様へ

38分



やりたい できる

求められる

コード

仕様
私

AIに張り合って、完敗

41分



やりたい できる

求められる

コード

仕様

私

面白さの軸足を移動した

44分



以前のできる

45分



以前のできる

いまのできる

低くなった山

46分



以前のできる

いまのできる

低くなった山 届くようになった山

47分



では、数学では？

エンジニアから見た、一つの見立て

48分



上流工程

下流工程

方向性を探る

問題を見つける

問いを練る

証明を組む

細部を詰める

証明を確かめる

問いに答えたか

新しいか

意味があるか 書いて伝える

52分



AI

上流工程

下流工程

方向性を探る

問題を見つける

問いを練る

証明を組む

細部を詰める

証明を確かめる

問いに答えたか

新しいか

意味があるか 書いて伝える

54分



食い扶持 本質



56分



数学者 数学研究 隣接分野

58分



数学者

＋ AI

この程度の結果なら 

自分で出せる

61分



食い扶持 本質



求められる水準 手の届く高さ

63分



食い扶持 本質



求められる水準 手の届く高さ

65分



これまで

証明をやり切る人

技法を極めた人

結果を出し続ける人

これから

問いを立てる人

方向性を探る人

見通しを与える人

70分



数学は、これから 

どんな学問になっていくと思いますか？

90分
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